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ふくい弁に愛着を
～「旅の贈りもの　明日へ」から～

橋本　由紀 さん（福井市）

　福井を舞台に人生の岐路を迎えた人々が、自分を見つ
め直していく姿を描いた映画のエキストラとボランティ
アスタッフを募集していることを知り、自分に出来るこ
とでお手伝いしたいと思い、ボランティアスタッフに応
募しました。
　そんな中、映画が福井を舞台にしていることもあり、
出演者に「ふくい弁」を指導する演劇経験者を探してい
るとのことで、２０代の頃ラジオ放送の演劇経験があっ
た私は、人生経験の一つだと意を決して立候補しました。
　ふくい弁の指導といっても、イントネーションだけで
はなく、台本のセリフをふくい弁に直し、色々なパター
ンを台本に書き込んで監督に提案していきます。
　しかし、セリフの意味や演者のイメージ等を重んじて
いくと、実際にはセリフとして使える言葉が限られてし
まいます。福井ではよく使う言葉でも全国の人に伝わら
なければ意味がないからです。
　また、ふくい弁は言葉の終わりがうねるような独特の
イントネーションがあったり、ふくい弁に集中してしま
うと感情移入が疎かになってしまうなど演じる俳優さん
も随分と苦労されていました。
　一方で、福井の人は、テレビのインタビュー等でふく
い弁を聞いても「あんなしゃべり方はしていない」と違
和感を持つ方も多いようです。でも、方言は、その土地
の文化や風土、人の気質を表すものなので、私自身はこ
れからも大好きなふくい弁に愛着を持って、大切に使っ
ていこうと思っています。
　今回は、普段の生活では関わることがないであろう人
たちとふれあう貴重な経験をさせてもらいました。今は、
ふくい弁の指導という大役を終えホッとしていますが、
もう少し時間が経てば生涯忘れられない思い出になるの
だろうと思っています。
　今後も、大好きな福井で自分のできることを、できる
ときにお手伝いしていこうと思います。

表紙の企画について
　様々な人たちの目線から「地域のつながり、人との
つながり」に関するメッセージをいただいています。
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社
会
的
養
護
関
係
施
設
と
は
、「
保
護

者
の
適
切
な
養
育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど

も
を
、
公
的
責
任
で
社
会
的
に
養
育
す
る

と
と
も
に
、
養
育
に
困
難
を
抱
え
る
家
庭

へ
の
支
援
を
行
う
施
設
」
で
す
。
福
井
県

に
は
、
児
童
養
護
施
設
が
５
施
設
、
乳
児

院
が
２
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
お
よ

び
母
子
生
活
支
援
施
設
が
１
施
設
ず
つ
の

合
計
９
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
以
外
で
は
、
情
緒
障
害
児

短
期
治
療
施
設
と
里
親
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
、自
立
援
助
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
的
養
護
関
係
施
設
は
、
介

護
保
険
施
設
や
障
害
者
福
祉
施
設
等
の
よ

う
に
利
用
者
自
ら
が
施
設
を
選
び
直
接
契

約
を
す
る
「
利
用
契
約
制
度
」
で
は
な
く
、

行
政
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
な
る
か
、
入

所
等
を
専
門
的
知
見
に
基
づ
い
て
決
め
る

「
措
置
制
度
」（
た
だ
し
、
母
子
生
活
支
援

施
設
は
行
政
へ
の
申
込
み
・
決
定
方
式
）

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

社
会
的
養
護
は
、
か
つ
て
は
、
親
が
い

な
い
、
ま
た
は
親
に
育
て
ら
れ
な
い
子
ど

も
へ
の
施
策
で
し
た
が
、
現
在
は
、
大
半

が
虐
待
を
受
け
て
心
に
傷
を
持
つ
子
ど

も
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
、
あ
る
い
は
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

被
害
の
母
子
へ
の
支
援
と
、
そ
の
役
割
・

機
能
も
変
化
を
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
す
る
施

設
の
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
と
も
に
変
革

が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
国
は
、
平

成
23
年
１
月
に
「
児
童
養
護
施
設
等
の
社

会
的
養
護
の
課
題
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
短
期
的
課
題
と
中
長
期

的
課
題
を
集
中
的
に
検
討
し
、
同
年
７
月

に
は
、
同
委
員
会
と
社
会
保
障
審
議
会
児

童
部
会
社
会
的
養
護
専
門
委
員
会
で
「
社

会
的
養
護
の
課
題
と
将
来
像
」
を
と
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

福
井
県
で
の

　
　
　
対
象
施
設
と
そ
の
特
徴

社
会
的
養
護
関
係
施
設
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
義
務
化
！

社
会
的
養
護
関
係
施
設
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
を
義
務
化
！

　
平
成
24
年
度
か
ら
、
社
会
的
養
護
関
係
施
設
に
つ
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
お
よ
び
自
己
評
価
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
背
景
や
経
緯
、
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

施
設
の
役
割
と
機
能
の
変
化

社
会
的
養
護
の
課
題
と

　
　
　
　
将
来
像
の
取
り
組
み

　

社
会
的
養
護
の
課
題
と
将
来
像
へ
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
施
設
の
運
営

の
質
の
格
差
が
大
き
い
た
め
、
以
下
の
こ

と
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑴
保
育
所
保
育
指
針
に
相
当
す
る
よ
う
な

も
の
が
社
会
的
養
護
関
係
施
設
に
は
な

か
っ
た
た
め
、
施
設
種
別
ご
と
に
運
営
理

念
等
を
示
す
「
指
針
」
を
作
成
す
る
こ
と
。

併
せ
て
、
施
設
種
別
ご
と
に
実
践
的
な
技

術
や
知
恵
を
言
語
化
し
た
「
手
引
書
」（
指

施
設
の
運
営
の

　
　
　
質
の
向
上
に
向
け
て

針
の
解
説
書
）
を
作
成
す
る
こ
と
。

⑵
子
ど
も
が
施
設
を
選
べ
な
い
措
置
施
設

で
あ
り
、
施
設
長
の
親
権
代
行
も
あ
る
の

で
、
質
の
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
３
年

に
１
回
以
上
の
専
門
性
を
踏
ま
え
た
外
部

の
目
を
入
れ
る
第
三
者
評
価
の
受
審
と
結

果
の
公
表
お
よ
び
毎
年
の
自
己
評
価
を
義

務
付
け
る
こ
と
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
、
平
成
23
年
８
月
に

は
、
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
、
児
童
自

立
支
援
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
情

緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
５
種
別
の
施

設
運
営
指
針
お
よ
び
里
親
等
養
育
指
針
の

策
定
と
、
第
三
者
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
正
、
里
親
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
６

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
検
討
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
３
月
に
は
、
す
べ
て
の

指
針
と
第
三
者
評
価
基
準
の
策
定
が
終

わ
っ
て
い
ま
す
。

指
針
と
第
三
者
評
価
基
準
と
の

関
連
性

　

指
針
は
、
す
べ
て
の
種
別
に
共
通
し
た

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
Ⅰ
部
は
「
総
論
」
で
、
社
会
的
養
護

の
基
本
理
念
と
原
理
（
こ
の
部
分
は
、
６

つ
の
指
針
に
共
通
）、
施
設
の
役
割
、
対

象
児
童
、
養
育
等
の
あ
り
方
の
基
本
、
将

来
像
等
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
Ⅱ
部
は
「
各
論
」
で
、
第
三
者
評
価

基
準
の
評
価
項
目
に
対
応
す
る
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
各
指
針
の
内
容
は
、
め
ざ
す
べ

〔表１〕厚労省資料：児童養護施設の児童の
措置理由（平成 20 年２月１日現在）
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全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
本
年
度

後
半
か
ら
評
価
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
、
す
で
に
５
月
、
６
月
、
９
月
に
「
社

会
的
養
護
関
係
施
設
評
価
調
査
者
養
成
研

修
会
」
を
実
施
し
て
お
り
、
以
降
、
逐
次

評
価
機
関
の
新
た
な
認
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。
評
価
機
関
は
、
９
月
19
日
現
在
で
53

機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
に
お
い
て
も
、
広
域
的
な
仕
組

み
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
福
井
県
内
の

評
価
機
関
も
評
価
が
で
き
る
よ
う
、
９
月

25
日
に
、
す
で
に
評
価
調
査
者
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対
象
に
「
評
価
調

査
者
継
続
研
修
」
が
実
施
さ
れ
、
43
人
の

方
が
社
会
的
養
護
関
係
施
設
の
概
要
や
評

価
基
準
に
つ
い
て
研
修
を
修
了
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
に
実
施
さ
れ
た
「
社
会
的
養
護
関

係
施
設
評
価
調
査
者
養
成
研
修
会
」
で
、

施
設
の
立
場
か
ら
、
あ
る
施
設
長
が
運
営

指
針
を
踏
ま
え
た
第
三
者
評
価
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
触
れ
て
い

ま
す
。

き
方
向
で
あ
り
、
第
三
者
評
価
に
お
い
て

は
「
Ａ
」
評
価
に
対
応
す
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
的
養
護
関
係
施
設
以
外
の
種
別
の

第
三
者
評
価
の
仕
組
み
で
は
、
ま
ず
、
第

三
者
評
価
の
受
審
は
任
意
で
、
自
己
評
価

の
規
定
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ

て
い
る
推
進
組
織
が
策
定
し
た
評
価
基
準

で
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
評
価
は
推
進

組
織
が
認
証
し
た
評
価
機
関
が
行
う
こ

と
、
評
価
調
査
者
の
研
修
は
都
道
府
県
推

社
会
的
養
護
関
係
施
設
の

　
　
　
第
三
者
評
価
の
仕
組
み

進
組
織
が
行
う
こ
と
な
ど
、
都
道
府
県
単

位
に
そ
の
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
的
養
護
関
係
施
設
の
仕
組

み
は
、
評
価
の
義
務
付
け
の
ほ
か
、
施
設

数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
評
価
機
関
が
評
価

経
験
を
蓄
積
し
て
質
の
高
い
評
価
が
行
え

る
よ
う
、
原
則
と
し
て
全
国
共
通
の
評
価

基
準
で
評
価
が
行
わ
れ
、
評
価
機
関
の
認

証
と
評
価
調
査
者
の
研
修
は
、
全
国
推
進

組
織
で
あ
る
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
と
い
う
広
域
的
な
仕
組
み
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
都
道
府

県
推
進
組
織
で
独
自
に
評
価
基
準
を
策
定

し
認
証
や
研
修
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
し

評
価
者
養
成
研
修
と

　
　
　
評
価
機
関
の
認
証
状
況

　

社
会
的
養
護
関
係
施
設
と
し
て
は
、
第

三
者
評
価
は
「
施
設
運
営
の
質
の
格
差
解

消
の
切
り
札
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

第
三
者
評
価
は
、
こ
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
べ
く
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

社
会
的
養
護
関
係
施
設
の

　
　
　
第
三
者
評
価
へ
の
期
待

て
い
ま
す
。）（
表
２
）

注
：
第
三
者
評
価
は
、
施
設
と
評
価
機
関
の

契
約
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
第
三
者
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

● �

施
設
が
社
会
的
認
知
を
得
ら
れ
る

場
所
に
な
っ
て
い
る
か

● �

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
ら
れ
る
生
活

な
の
か
、
主
体
的
な
生
活
な
の
か

● �

穏
や
か
な
日
々
の
生
活
を
め
ざ
す

努
力
、
工
夫
が
あ
る
か

● �

意
見
表
明
が
で
き
る
環
境
に
な
っ

て
い
る
か

● �

地
域
に
開
か
れ
、
人
が
出
入
り
す

る
日
常
が
あ
る
か

● �

子
ど
も
の
気
持
ち
に
思
い
を
は
せ

て
い
る
か

● �

子
ど
も
を
対
象
化
し
て
い
な
い
か

〔表２〕厚労省資料：社会的養護関係施設の第三者評価の仕組み

〔図１〕厚労省資料：施設運営指針、里親等養育指針の構成



　講演には、岩手県陸前高田市の戸羽太市長にお越しいただき、東日本
大震災直後から現在までの陸前高田市の状況について、お話しをいただ
きました。特に、発災時の現実に起こっていることと思えないほどの想
像を絶する状況や、復興を進めていくうえでの被災した方たちへの思い
や苦労されていること、また、復興のシンボルとして高田松原の一本松
を保存することになったいきさつや、未来を担っていく子ども達のため
にもがんばらなくてはいけない、といった復興にかける思いを語られま
した。
　講演の後には、福井テレビの松枝隆一氏をナビゲーターに、会場にご来場いただいたみなさんと、
トークセッションをしていただき、一つひとつの質問や思いに真摯に答えていただきました。

　講演中、何度となく戸羽市長が口にされた、
「被災地を忘れないでください。」
という言葉。そのために、お忙しい公務の合間をぬって、被災地
の状況を伝えるため全国をまわっておられるとのことでした。「復
興には心で寄り添うことが一番大切。」参加者の一人ひとりがあら
ためて被災地への思いを胸にされたのではないでしょうか。

　福井県の福祉向上に功績のあった民生委員児童委員、福祉施設、社
会福祉団体、社会福祉協議会の役職員、ボランティア等 147名に対し、
福井県社会福祉協議会会長より表彰状が授与されました。
　また、あわせて、平成 24 年度福井県ボランティア作文コンクール
の表彰式も行われ、最優秀賞 3名には福井県知事から、優秀賞 4名・
入選 12名・学校賞 1校には福井県社会福祉協議会会長から表彰状が授与されました。
　受賞者および入賞者のご紹介は、次頁以降をご覧ください。

　このコンテストは、ペットボトルのキャップを使って大きな絵（アー
ト）を制作するもので、県民のみなさんが「つながり」を実感したり、
その「楽しさ」や「喜び」を共感したりする機会づくりを目的に平成
22年度から実施しています。
　第 3 回目となる今年は『輪』をテーマに 1 畳部門、2 畳部門あわ
せて 36チームがエントリーし、フォーラムにおいて、作品展示・審査・
表彰を行いました。

　どちらの部門も、力作ぞろいで、会場では、「迫力がある」「色彩がきれい」「年々レベルがあがっ
ている」等の声が聞かれました。

　東北応援コーナーでは、岩手県陸前高田市をはじめとする各地
域から取り寄せた食品や物産の販売を行い、多くのみなさまに購
入していただきました。
　また、つながる体験コーナーでは、地元児童館の子ども達や来
場者のみなさんのご協力で、バルーン（風船）を使った「陸前高
田と福井をつなぐモザイクアート作品」を制作しました。多くの
みなさんからの心を込めたメッセージをいただき、陸前高田と福
井をつなぐあたたかな虹のバルーンウォールができあがりました。

　フィナーレでは、つながる体験コーナーで制作したバルーン
ウォールをお披露目し、最後の一マスを、戸羽市長にメッセージ
を書いていただいたバルーンで埋め、完成させました。

　このバルーンウォールに表された「虹」のデザインには、陸前高田と
福井をつなぐ「かけ橋」の意味と、虹は雨上がりの晴れ間によく見られ
ることから、「悲しみの先にある希望」を意味しています。
　バルーンウォールの完成と同時に、会場では、陸前高田市で撮影され
た笑顔のＤＶＤが上映されました。
「被災地に徐々に笑顔が戻ってきて気がついた・・・
その笑顔に励まされていたのは、私たちの方だった」
　被災地の悲惨さを伝えるのではなく、被災地で目の当たりにした人々の
生きる力や強さを伝えたい。そして、笑顔に象徴される「希望」や「未来」
を会場全体で共感し、共に生きていく社会の豊かさを体感してもらいたい・・・
ＤＶＤに込められたそんな思いで会場が満たされた瞬間でした。

ＤＶＤの制作にあたっては、「笑顔プロジェクト～つながろう東日本～」のご協力をいただきました。

講演＆トー
ク

フィナーレ

第59回福井県社会福祉大会

東北応援・つながる体験コー
ナー

第3回エコキャップアートコ
ンテスト

これからも、この想いを大切にしたい・・・。
「つないで陸高！なじょにがすっぺ
（みんなの思いをつないで陸前高田をなんとかしよう）」

公式ＨＰ　　http://www.lafestainc.net/smile/

受賞されたグループのみなさん
1畳サイズ部門 2畳サイズ部門

金賞　くりのみ児童館＆清水北地区デーホーム
銀賞　輪らっていい友！
銅賞　金津高等学校ＪＲＣ部

金賞　春江町民生委員児童委員協議会
銀賞　福授園当田事業所
銅賞　大野きらめき

このコンテストで集まったキャップは、約 316,000 個

コンテストで使用したキャップは、各グループごとに、リサイクル
し、その売り上げで海外の子どもたちにワクチンを提供するエコ
キャップ運動に寄付していただきます。
（キャップ800個で1人分のポリオワクチンに換えることができます。）

ふくい・つながりフォーラム 2012　～つないで陸高！なじょにがすっぺ in ふくい～ふくい・つながりフォーラム 2012　～つないで陸高！なじょにがすっぺ in ふくい～
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　講演には、岩手県陸前高田市の戸羽太市長にお越しいただき、東日本
大震災直後から現在までの陸前高田市の状況について、お話しをいただ
きました。特に、発災時の現実に起こっていることと思えないほどの想
像を絶する状況や、復興を進めていくうえでの被災した方たちへの思い
や苦労されていること、また、復興のシンボルとして高田松原の一本松
を保存することになったいきさつや、未来を担っていく子ども達のため
にもがんばらなくてはいけない、といった復興にかける思いを語られま
した。
　講演の後には、福井テレビの松枝隆一氏をナビゲーターに、会場にご来場いただいたみなさんと、
トークセッションをしていただき、一つひとつの質問や思いに真摯に答えていただきました。

　講演中、何度となく戸羽市長が口にされた、
「被災地を忘れないでください。」
という言葉。そのために、お忙しい公務の合間をぬって、被災地
の状況を伝えるため全国をまわっておられるとのことでした。「復
興には心で寄り添うことが一番大切。」参加者の一人ひとりがあら
ためて被災地への思いを胸にされたのではないでしょうか。

　福井県の福祉向上に功績のあった民生委員児童委員、福祉施設、社
会福祉団体、社会福祉協議会の役職員、ボランティア等 147名に対し、
福井県社会福祉協議会会長より表彰状が授与されました。
　また、あわせて、平成 24 年度福井県ボランティア作文コンクール
の表彰式も行われ、最優秀賞 3名には福井県知事から、優秀賞 4名・
入選 12名・学校賞 1校には福井県社会福祉協議会会長から表彰状が授与されました。
　受賞者および入賞者のご紹介は、次頁以降をご覧ください。

　このコンテストは、ペットボトルのキャップを使って大きな絵（アー
ト）を制作するもので、県民のみなさんが「つながり」を実感したり、
その「楽しさ」や「喜び」を共感したりする機会づくりを目的に平成
22年度から実施しています。
　第 3 回目となる今年は『輪』をテーマに 1 畳部門、2 畳部門あわ
せて 36チームがエントリーし、フォーラムにおいて、作品展示・審査・
表彰を行いました。

　どちらの部門も、力作ぞろいで、会場では、「迫力がある」「色彩がきれい」「年々レベルがあがっ
ている」等の声が聞かれました。

　東北応援コーナーでは、岩手県陸前高田市をはじめとする各地
域から取り寄せた食品や物産の販売を行い、多くのみなさまに購
入していただきました。
　また、つながる体験コーナーでは、地元児童館の子ども達や来
場者のみなさんのご協力で、バルーン（風船）を使った「陸前高
田と福井をつなぐモザイクアート作品」を制作しました。多くの
みなさんからの心を込めたメッセージをいただき、陸前高田と福
井をつなぐあたたかな虹のバルーンウォールができあがりました。

　フィナーレでは、つながる体験コーナーで制作したバルーン
ウォールをお披露目し、最後の一マスを、戸羽市長にメッセージ
を書いていただいたバルーンで埋め、完成させました。

　このバルーンウォールに表された「虹」のデザインには、陸前高田と
福井をつなぐ「かけ橋」の意味と、虹は雨上がりの晴れ間によく見られ
ることから、「悲しみの先にある希望」を意味しています。
　バルーンウォールの完成と同時に、会場では、陸前高田市で撮影され
た笑顔のＤＶＤが上映されました。
「被災地に徐々に笑顔が戻ってきて気がついた・・・
その笑顔に励まされていたのは、私たちの方だった」
　被災地の悲惨さを伝えるのではなく、被災地で目の当たりにした人々の
生きる力や強さを伝えたい。そして、笑顔に象徴される「希望」や「未来」
を会場全体で共感し、共に生きていく社会の豊かさを体感してもらいたい・・・
ＤＶＤに込められたそんな思いで会場が満たされた瞬間でした。

ＤＶＤの制作にあたっては、「笑顔プロジェクト～つながろう東日本～」のご協力をいただきました。
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これからも、この想いを大切にしたい・・・。
「つないで陸高！なじょにがすっぺ
（みんなの思いをつないで陸前高田をなんとかしよう）」

公式ＨＰ　　http://www.lafestainc.net/smile/
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このコンテストで集まったキャップは、約 316,000 個

コンテストで使用したキャップは、各グループごとに、リサイクル
し、その売り上げで海外の子どもたちにワクチンを提供するエコ
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ボ
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わ
た
し
は
、
保
育
園
の
子
ど
も
達
に

本
を
読
み
に
行
く
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
い
っ
し
ょ
に
読
み
聞

か
せ
を
す
る
友
達
と
図
書
室
へ
行
っ
て

ど
ん
な
本
が
良
い
か
相
談
し
な
が
ら
紙

し
ば
い
を
選
び
ま
し
た
。
次
に
、
読
む

部
分
の
わ
り
あ
て
を
し
て
何
度
も
練
習

し
ま
し
た
。
保
育
園
の
子
ど
も
達
が
、

き
ょ
う
味
を
も
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
セ

リ
フ
の
部
分
は
、
気
持
ち
を
こ
め
て
読

ん
だ
り
、
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
部
分

は
、
え
顔
で
楽
し
い
感
じ
で
読
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
当
日
は
、
子

ど
も
達
を
前
に
し
て
と
て
も
き
ん
ち
ょ

う
し
た
け
れ
ど
、
読
ん
で
い
る
間
に
な

れ
て
き
て
子
ど
も
達
も
と
て
も
し
ん
け

ん
に
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
く
れ
て

い
た
の
で
し
っ
か
り
と
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
の
人
の
読
み
聞
か
せ

が
終
わ
っ
て
か
ら
子
ど
も
達
が
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
時
は
、
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
経
験
し
て
相
手
の
気
持
ち
や

立
場
に
な
っ
て
も
の
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
本
を
選
ぶ
時

に
ど
ん
な
物
語
な

ら
よ
ろ
こ
ん
で
聞

い
て
く
れ
る
か
な

と
か
、
楽
し
ん
で

く
れ
る
か
な
と
考

え
な
が
ら
で
き
た

か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、
紙
し
ば
い
を
読

む
ス
ピ
ー
ド
や
声
の
大
き
さ
も
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
に
は
、
妹
が

い
て
時
ど
き
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
す

る
の
で
す
が
妹
以
外
の
小
さ
な
子
に
紙

し
ば
い
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
な
く

て
ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ
ど
、
と
て
も
良

い
経
験
が
で
き
た
の
で
自
分
に
も
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
読
み
聞
か
せ
以
外
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
は
ず
か
し
が
っ
た
り
せ
ず
に
積
極

的
に
参
加
し
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
だ
れ
か
の
た
め
に
何
か
を
し

て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
ん
な
に
も

気
持
ち
が
良
く
て
、
自
分
も
成
長
で
き

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　福井県社会福祉協議会では、平成 22 年度から、ボランティア活動に県民誰もが参加いただけるよう、市町社会福祉協議会をはじ
め各種関係機関と協力して「『つながれボランティアの輪』推進運動」を展開し、さまざまな事業を実施しています。
　このコンクールは、その事業の一つとして行っているもので、作文を通じて、県民の皆様のボランティア活動への関心や参加意欲
を一層高めてもらうとともに、世代を超えた福祉教育の推進を図ることを目的に平成 9年度から実施しており、今回で 16 回目とな
ります。
　今年度は「ボランティア活動の経験から得たこと・感じたこと」「ボランティアについての自分の思い・考えていること」をテー
マに募集したところ、1,108 点のご応募をいただきました。厳正な選考の結果、次の皆さんが入賞されました。おめでとうございます。

小学生の部：174点　　中学生の部：850点　　高校生の部：77点　　一般の部：7点

平成 24年度福井県ボランティア作文コンクール入賞作品決定

最 優 秀 賞
　小学生の部 「読み聞かせのボランティアをして」 小浜市遠敷小学校 4 年　清水　萌香
　中学生の部 「みんな一緒」 福井市安居中学校 3 年　巣守　世那
　高校生の部 「笑顔の鎖」 学校法人北陸学園北陸高等学校 1 年　橘　　万佑

優　秀　賞
　小学生の部 「はじめてのボランティアかつどう」 坂井市東十郷小学校 1 年　吉川　昊汰
　中学生の部 「本当のボランティアとは」 学校法人北陸学園北陸中学校 1 年　田中　宏樹
　高校生の部 「ボランティアを体験して感じたこと」 福井県立福井農林高等学校 1 年　西野　ほの香
　一般の部 「Ｋさんとの出会い」 福井市 　　　青木　さゆり

入　　　選
　小学生の部 「ボランティア活動をしてみて」 越前市南中山小学校 6 年　小林　達明

「ボランティアについて」 坂井市大石小学校 5 年　石丸　雪乃
「地いきの方とキャンドル作り」 池田町池田小学校 4 年　中村　侑加
「バイカモボランティア」 勝山市北郷小学校 4 年　松川　遥奈

　中学生の部 「私が目指すボランティア」 勝山市勝山南部中学校 2 年　山尾　有代
「ボランティアの力」 南越前町南条中学校 2 年　河原　彩理奈
「ボランティア活動で大切なこと」 福井市社中学校 1 年　山下　葵
「ごみ拾いボランティア」 福井市清水中学校 1 年　栗田　雄斗

　高校生の部 「ボランティアって難しい？」 福井県立丹南高等学校 3 年　揚原　愼子
「親切とは。」 福井県立福井農林高等学校 1 年　松本　貴子

　一般の部 「ボランティアについての自分の思い・考えていること」 坂井市 　　　中宮　治美
「子育てサロン　なかよしばあばの会」 若狭町 　　　砂原　恵美子

　学校賞 美浜町美浜中学校
（敬称略）
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今
年
の
夏
休
み
、
私
は
母
に
連
れ
ら

れ
て
、
弟
と
二
人
母
の
会
社
の
手
伝
い

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。母
の
会
社
は
、

身
体
障
害
者
の
介
護
を
す
る
こ
と
で
こ

の
日
は
村
祭
り
と
い
う
日
だ
っ
た
。
私

は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
本
当
は
思
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
い
や
だ

な
あ
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

弟
は
違
っ
た
。
頼
ま
れ
た
途
端
、
目
が

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
や
る
気
で
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
当
日
。
私
は
や
る
気
が
な

い
ま
ま
だ
っ
た
。
私
が
初
め
て
与
え
ら

れ
た
手
伝
い
は
、
ご
飯
を
あ
げ
る
こ
と

だ
っ
た
。
普
通
に
焼
き
鳥
を
あ
げ
る
だ

け
な
の
に
、
ち
ぎ
っ
て
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。正
直
、

面
倒
く
さ
く
て
手
が
汚
れ
る
し
で
私
の

顔
は
ふ
て
く
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
け

れ
ど
次
に
会
っ
た
男
性
は
、
私

が
話
か
け
る
と
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ

て
、と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

私
は
こ
ん
な
態
度
を
と
っ
て
い

る
の
に
、
な
ん
て
優
し
い
ん
だ

ろ
、
心
が
あ
た
た
か
い
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は

気
持
ち
が
変
わ
っ
た
。
障
害
者

だ
ろ
う
が
関
係
な
い
、
そ
れ
に

私
よ
り
ず
っ
と
人
間
ら
し
い
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
、
私
も
楽
し
く
元
気
に
接
し

た
。
す
る
と
、
他
の
人
も
集
ま
っ
て
き

て
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
た
気
が
し

た
。

　

最
後
の
手
伝
い
の
と
き
に
は
、
弟
と

一
緒
に
取
り
組
ん
だ
。
障
害
者
の
方
が

脱
い
だ
じ
ん
べ
い
の
名
前
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。
私
は
仲
良

く
は
な
っ
た
も
の
の
ま
だ
少
し
抵
抗
が

あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
弟
は
、
本
当
に

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
。「
な
ん
で

そ
ん
な
に
で
き
る
ん
や
。」
っ
て
聞
く

と
笑
顔
で
、「
み
ん
な
の
喜
ん
だ
顔
が

見
た
い
ん
や
。」
と
言
っ
た
。
私
は
こ

の
と
き
、
す
ご
く
恥
ず
か
し
く
自
分
が

み
じ
め
だ
っ
た
。
手
伝
い
だ
と
い
う
の

に
、
何
か
も
ら
え
る
だ
ろ
う
っ
て
心
で

思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
な
の
に
私

よ
り
も
五
つ
年
下
の
弟
が

私
よ
り
も
頑
張
っ
て
い
る

見
返
り
を
求
め
ず
に
・・・
。

　

手
伝
い
と
い
う
の
は
、

利
を
得
る
た
め
に
す
る
わ

け
で
は
な
く
て
手
伝
い
を

す
る
相
手
を
喜
ば
せ
た
い

と
い
う
気
持
ち
な
ん
だ
と

実
感
し
た
。

　

母
は
最
近
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

た
。
日
本
に
来
て
ま
も
な
い
外
国
人
に

日
本
語
を
教
え
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

そ
の
た
め
に
母
は
、
毎
週
水
曜
日
に
仕

事
の
休
み
を
と
っ
て
国
際
交
流
会
館
に

向
か
う
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
母
は
、

お
金
の
も
ら
え
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

精
を
出
す
の
か
、
私
に
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
私
を
よ
そ
目
に
、
母

は
毎
週
必
ず
出
か
け
て
い
っ
た
。

　

あ
る
日
帰
宅
す
る
と
、
母
が
電
話
を

し
て
い
た
。
カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
を

使
っ
て
、
一
生
懸
命
に
相
手
に
言
葉
を

伝
え
て
い
た
。
話
が
終
わ
り
電
話
を
切

る
と
母
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
友
達
に

な
っ
た
中
国
の
人
と
今
度
テ
ニ
ス
を
す

る
ん
だ
。」と
う
れ
し
そ
う
に
私
に
言
っ

た
。

　

そ
れ
か
ら
母
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事

を
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
授
業
の

内
容
や
外
国
人
の
お
も
し
ろ
い
言
動
な

ど
を
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
で
私
に

語
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
若
返
っ
た
よ

う
な
楽
し
そ
う
な
母
を
見
て
い
る
と
、

な
ん
だ
か
私
ま
で
笑
顔
に
な
っ
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
相
手
の
人
を
助
け
る
こ
と
、
つ
ま

り
笑
顔
に
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
国
人

を
笑
顔
に
さ
せ
、
母
を
笑
顔
に
さ
せ
、

そ
し
て
私
も
笑
顔
に
さ
せ
る
。
笑
顔
が

ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
感

じ
が
し
た
。

　
「
笑
顔
の
鎖
。」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
こ
の
言
葉
が
ふ
さ

わ
し
い
と
思
っ
た
。

　

水
曜
日
に
な
る
と
母
は
ま
た
笑
顔
で

出
か
け
て
ゆ
く
。
外
国
人
を
笑
顔
に
さ

せ
る
た
め
に
。
私
を
笑
顔
に
さ
せ
る
た

め
に
。
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民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
（
５
名
）

福
井
市

武
田
　
邦
夫

福
井
市

村
上
　
泰
代

敦
賀
市

岸
本
　
紀
代
子

敦
賀
市

下
野
　
郁
尚

敦
賀
市

平
山
　
直
樹

社
会
福
祉
施
設
功
労
（
３
９
名
）

福
井
市

藤
　
原
　
行
　
順

愛
全
園
　

福
井
市

清
　
水
　
美
千
代

愛
全
園
　

福
井
市

相
　
馬
　
恭
　
子

あ
さ
く
ら
苑
　

福
井
市

梅
　
田
　
明
百
美

あ
さ
く
ら
の
家
　
東
郷

福
井
市

西
　
田
　
静
　
江

ケ
ア
ハ
ウ
ス
あ
さ
く
ら
　

福
井
市

山
　
下
　
澄
　
子

リ
バ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
あ
さ
く
ら
　

福
井
市

荒
　
川
　
沙
　
織

リ
バ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
あ
さ
く
ら
　

福
井
市

渡
　
辺
　
浩
　
基

足
羽
更
生
園
　

福
井
市

笠
　
原
　
智
寿
子

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
大
和
田

福
井
市

佐
々
木
　
利
　
枝

高
雄
苑
　

福
井
市

吉
　
田
　
民
　
代

福
井
県
和
敬
学
園
　

福
井
市

奥
　
出
　
光
　
希

福
井
市
ふ
れ
愛
園

福
井
市

田
　
中
　
美
奈
恵

若
越
ひ
か
り
の
村

福
井
市

北
　
川
　
潤
　
子

若
越
ひ
か
り
の
村

大
野
市

高
　
松
　
博
　
美

大
野
和
光
園
　

大
野
市

木
　
間
　
　
　
史

大
野
和
光
園
　

大
野
市

佐
　
野
　
富
美
代

大
野
和
光
園
　

大
野
市

北
　
村
　
麻
　
子

大
野
和
光
園
　

大
野
市

水
　
上
　
直
　
美

大
野
和
光
園
　

大
野
市

木
　
瀬
　
か
お
り

大
野
和
光
園
　

大
野
市

前
　
原
　
久
美
子

大
野
和
光
園
　

大
野
市

杉
　
田
　
啓
　
子

大
野
和
光
園
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

大
野
市

中
　
野
　
美
　
子

大
野
和
光
園
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

鯖
江
市

宮
　
川
　
明
　
己

う
ぐ
い
す
の
里
　

鯖
江
市

福
　
島
　
清
　
美

福
授
園
　

越
前
市

萬
　
　
　
正
　
毅

あ
い
の
里
　

越
前
市

田
　
中
　
江
津
子

越
前
市
児
童
発
達
支
援
　
な
な
い
ろ

越
前
市

中
　
村
　
智
　
美

第
３
和
上
苑
　

越
前
市

佐
々
木
　
　
　
淳

第
３
和
上
苑
　

越
前
市

増
　
田
　
誠
　
一

第
２
和
上
苑
　

越
前
市

内
　
山
　
恵
理
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
わ
か
た
け
　

越
前
市

福
　
田  

雅
　
典

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

越
前
市

土
　
谷
　
正
　
行

若
越
み
ど
り
の
村
　

越
前
市

辻
　
　
　
こ
ず
え

寿
楽
園
　

坂
井
市

櫻
　
井
　
敬
　
一

ラ
イ
フ
か
す
み
　

南
越
前
町

畑
　
　
　
ゆ
か
り

ほ
の
ぼ
の
苑
　

越
前
町

吉
　
田
　
　
　
恵

第
三
光
が
丘
ハ
ウ
ス
　

越
前
町

伊
　
藤
　
チ
カ
子

第
三
光
が
丘
ハ
ウ
ス
　

越
前
町

今
　
澤
　
宏
美

第
二
光
が
丘
ハ
ウ
ス
　

社
会
福
祉
施
設
功
労
（
保
育
施
設
）（
３
８
名
）

福
井
市

青
　
木
　
千
　
弘

さ
く
ら
保
育
園

福
井
市

十
佐
近
　
さ
お
り

仁
愛
保
育
園
　

福
井
市

和
　
田
　
紀
代
美

竹
里
保
育
園
　

福
井
市

久
々
津
　
智
　
美

東
郷
保
育
園
　

福
井
市

島
　
津
　
悦
　
子

西
安
居
保
育
園

福
井
市

乾
　
　
　
幸
利
子

西
安
居
保
育
園 

福
井
市

島
　
田
　
一
　
美

湊
保
育
園

敦
賀
市

宮
　
本
　
眞
由
美

櫛
林
保
育
園

敦
賀
市

柴
　
田
　
か
お
り

櫛
林
保
育
園

大
野
市

谷
　
口
　
美
和
子

和
泉
保
育
園
　

大
野
市

中
　
村
　
幸
　
代

い
な
や
ま
保
育
園
　

勝
山
市

中
　
辻
　
宏
　
美

鹿
谷
保
育
園
　

勝
山
市

加
　
藤
　
あ
ゆ
み

鹿
谷
保
育
園
　

勝
山
市

松
　
林
　
広
　
美

鹿
谷
保
育
園
　

勝
山
市

稲
　
津
　
直
　
美

し
ろ
き
保
育
園
　

勝
山
市

仲
　
谷
　
由
加
里

し
ろ
き
保
育
園
　

鯖
江
市

杉
　
本
　
洋
　
美

石
田
保
育
所
　

鯖
江
市

手
　
賀
　
悦
　
子

い
ず
み
保
育
園
　

鯖
江
市

佐
々
木
　
美
　
江

王
山
育
所
　

鯖
江
市

渡
　
邉
　
和
　
美

新
横
江
保
育
園
　

鯖
江
市

山
　
口
　
リ
　
エ

新
横
江
保
育
園
　

鯖
江
市

山
　
崎
　
由
　
美

新
横
江
保
育
園
　

鯖
江
市

津
　
田
　
三
　
佳

新
横
江
保
育
園
　

鯖
江
市

渡
　
辺
　
ま
ゆ
み

慈
光
保
育
園
　

鯖
江
市

大
　
塚
　
香
　
織

慈
光
保
育
園
　

鯖
江
市

齋
　
藤
　
佐
栄
子

慈
光
保
育
園
　

鯖
江
市

髙
　
島
　
幸
　
子

早
稲
田
保
育
所
　

越
前
市

小
　
西
　
洋
　
子

家
久
保
育
園
　
　

越
前
市

西
　
嶋
　
　
　
希

北
日
野
保
育
園
幼
稚
園
　

越
前
市

佐
々
木
　
理
　
江

西
保
育
園
　

越
前
市

杉
　
本
　
和
　
江

花
筐
保
育
園
　

越
前
市

平
　
井
　
真
由
美

服
間
保
育
園
　

越
前
市

福
　
田
　
佳
　
子

南
中
山
保
育
園
幼
稚
園
　

坂
井
市

北
　
嶋
　
ま
ゆ
み

つ
ぼ
み
保
育
園
　

永
平
寺
町

南
　
部
　
聡
　
美

御
陵
幼
児
園
　

越
前
町

朝
　
倉
　
恵
　
子

あ
さ
が
お
保
育
園
　

越
前
町

上
　
野
　
順
一
郎

あ
さ
が
お
保
育
園
　

越
前
町

菅
　
原
　
隆
　
之

は
ぎ
の
保
育
園
　

社
協
・
民
間
団
体
功
労
（
２
４
名
）

福
井
市

町
　
田
　
幸
　
枝

国
見
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

福
井
市

西
　
川
　
利
　
榮

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

福
井
市

麋
　
山
　
敏
　
子

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

福
井
市

梅
　
田
　
正
　
昭

福
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

福
井
市

幾
　
田
　
　
　
等

福
井
市
中
央
遺
族
会
　

福
井
市

艸
　
分
　
和
　
子

福
井
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

福
井
市

島
　
田
　
昭
　
男

松
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
24
年
度
　
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
【
敬
称
略
】
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福
井
市

岡
　
本
　
八
重
子

湊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

福
井
市

山
　
本
　
興
　
治

豊
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

福
井
市

北
　
島
　
喜
　
一

和
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

敦
賀
市

橋
　
本
　
幸
　
子

北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

敦
賀
市

大
　
野
　
冨
　
夫

南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市

松
　
永
　
里
　
美

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市

嶋
　
　
　
ス
ゞ
ヱ

東
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

鯖
江
市

堀
　
江
　
邦
　
旺

鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

鯖
江
市

鉾
　
　
　
康
　
子

鯖
江
市
婦
人
福
祉
協
議
会
　

越
前
市

坂
　
口
　
冨
士
子

越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

越
前
市

髙
　
原
　
愛
　
子

越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

池
田
町

梅
　
田
　
元
　
子

池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町

佐
々
木
　
　
　
嵩

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

越
前
町

安
　
藤
　
惠
美
子

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

高
浜
町

内
　
谷
　
周
　
一

高
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

高
浜
町

橋
　
口
　
敏
　
子

高
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

高
浜
町

山
　
副
　
修
　
一

高
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

永
年
勤
続
功
労
（
７
名
）

福
井
市

堀
　
田
　
悦
　
子

福
井
市
ふ
れ
愛
園
　

鯖
江
市

梅
　
田
　
美
紀
緒

五
岳
園
　

鯖
江
市

五
十
嵐
　
幸
　
枝

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
里

鯖
江
市

伊
　
藤
　
知
亜
紀

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
里

坂
井
市

南
　
出
　
み
ど
り

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町

上
　
田
　
憲
　
子

西
徳
寺
保
育
園
　

越
前
町

倉
　
﨑
　
文
　
子

四
ケ
浦
保
育
園
　

優
良
社
会
福
祉
協
議
会
（
１
団
体
）

福
井
市

東
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
）（
２
５
名
）

福
井
市

松
　
原
　
紘
　
子

勝
山
市

小
　
林
　
信
　
慈

勝
山
市

竹
　
内
　
範
　
国

越
前
市

荒
　
木
　
百
合
子

越
前
市

笠
　
原
　
仁
　
美

越
前
市

菅
　
原
　
節
　
子

越
前
市

萩
　
原
　
恂
　
子

越
前
市

松
　
原
　
桂
　
子

坂
井
市

加
　
藤
　
和
歌
子

坂
井
市

原
　
　
　
哲
　
子

坂
井
市

山
　
田
　
正
　
代

永
平
寺
町

朝
　
倉
　
久
　
子

永
平
寺
町

伊
　
井
　
千
恵
子

永
平
寺
町

河
　
合
　
マ
サ
江

永
平
寺
町

川
　
治
　
芳
　
子

永
平
寺
町

清
　
水
　
徳
　
子

永
平
寺
町

砂
　
　
　
絹
　
代

永
平
寺
町

鶴
　
田
　
鈴
　
子

永
平
寺
町

中
　
川
　
裕
　
子

永
平
寺
町

南
　
部
　
亮
　
子

永
平
寺
町

平
　
林
　
義
　
章

永
平
寺
町

山
　
口
　
順
　
子

永
平
寺
町

山
　
口
　
武
　
子

永
平
寺
町

渡
　
辺
　
外
　
枝

永
平
寺
町

和
　
田
　
秀
　
子

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
８
団
体
）

福
井
市

す
い
せ
ん
会

福
井
市

明
新
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

敦
賀
市

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
か
け
は
し
」

敦
賀
市

敦
賀
市
立
沓
見
小
学
校

敦
賀
市

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

敦
賀
市

配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
青
い
鳥
」

坂
井
市

Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｊ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

越
前
町

越
前
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
（
個
人
）（
１
７
名
）

福
井
市

石
　
田
　
節
　
子

福
井
市

井
　
上
　
毅
　
則

福
井
市

加
　
賀
　
要
　
子

福
井
市

川
　
中
　
洋
　
治

福
井
市

黒
　
川
　
俊
　
枝

福
井
市

島
　
田
　
幸
　
子

福
井
市

清
　
水
　
和
　
夫

福
井
市

玉
　
村
　
美
恵
子

福
井
市

橋
　
詰
　
　
　
力

福
井
市

橋
　
本
　
つ
や
子

福
井
市

橋
　
本
　
好
　
雄

福
井
市

美
濃
村
　
洋
　
子

福
井
市

室
　
　
　
千
代
乃

福
井
市

森
　
國
　
紀
　
子

福
井
市

山
　
口
　
正
　
好

福
井
市

渡
　
邉
　
紀
　
男

坂
井
市

坪
　
田
　
富
治
子

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
（
１
団
体
）

越
前
町

宮
崎
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

平
成
24
年
度
福
井
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
被
表
彰

【
敬
称
略
】
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第
21
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
み
え
は
、
創
部
50

年
を
迎
え
る
皇
學
館
大
学
雅
楽
部
に
よ

る
演
奏
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
同
大
学

は
、
日
本
に
は
2
校
し
か
な
い
神
道
学

科
の
あ
る
大
学
で
、
平
成
23
年
度
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
学
生
数
は
５
０
０
名

近
く
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。

　

続
い
て
の
開
会
式
で
は
主
催
者
挨
拶

の
あ
と
、
来
賓
祝
辞
で
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
長
の
村
木
厚
子
氏
が
登
壇
。

開
会
式
の
あ
と
に
は
、テ
ー
マ
ト
ー

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
を

支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
阪
神
高
齢
者
・

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
黒
田

裕
子
理
事
長
、
三
重
県
内
で
外
国
人
の

自
立
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
愛
伝

舎
」
の
坂
本
久
海
子
理
事
長
、
そ
し
て

鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は

東
京
未
来
大

学
の
石
阪
督

規
准
教
授
。

そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
見

た
、
地
域
社

会
や
行
政
の

課
題
や
、
国

二
日
目
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

に
よ
る
実
現
可
能
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
～
強
い
想
い
が

原
動
力
と
な
り
、
人
が
集
ま
り
、
人
が

動
く
～
」
な
ど
、
30
を
超
え
る
テ
ー
マ

に
参
加
者
が
分
か
れ
て
分
科
会
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
、
伊
勢
神
宮
で
の
実

践
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
取
り
や
め
に

な
り
ま
し
た
が
、「
車
い
す
de
伊
勢
神

宮
参
拝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て

い
る
団
体
代
表
の
黒
田
氏
、
障
害
者
の

エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
現
し
て
い
る
「
海
島

遊
民
く
ら
ぶ
」
田
中
氏
、
ス
キ
ュ
ー
バ

な
ど
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
挑
戦
し

て
い
る
チ
ェ
ア
ウ
ォ
ー
カ
ー
玉
川
氏
の

活
動
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
な

ん
と
か
し
た
い
想
い
が
あ
っ
て
人
が
集

ま
り
人
が
動
け
ば
、
バ
リ
ア
が
バ
リ
ア

で
な
く
な
る
」

　

そ
の
瞬
間
を
共
有
で
き
る
の
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動
の
醍

醐
味
で
あ

る
こ
と
を

再
確
認
す

る
機
会
と

な
り
ま
し

た
。

際
問
題
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
お
け
る
官
民
学
産
の
連
携
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
、「
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、
寄
り

添
え
る
こ
と
が
一
番
大
切
。」「
日
本
人

と
違
う
考
え
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
、
社
会
の
活
力
や
豊
か
さ
に
つ

な
が
る
。」「
若
い
人
が
気
軽
に
活
動
で

き
る
基
盤
作
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
な
ど
熱
の
こ
も
っ
た
、
未
来
へ
の

意
見
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
日
目
の
最
後
に
は
、
人
情

集
団An-Pon-Tan

に
よ
る
力
強
い
公

演
『
夢
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
』
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
の
祝
辞

を
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
全
国
で

活
動
を
展
開
し
て
い
る

団
体
の
コ
ー
ナ
ー
や
、

三
重
県
で
活
動
し
て
い

る
団
体
の
展
示
・
発
信

コ
ー
ナ
ー
が
特
設
さ

れ
、
活
動
の
充
実
ぶ
り

を
体
感
し
ま
し
た
。

第
21
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
み
え
　
大
会
参
加
報
告

　
◆
日
時
：
９
月
29
日(

土)

・
30
日(

日)

　
◆
会
場
：
三
重
県
津
市
、
伊
勢
市



社協トピックスTOPICS

寄贈・寄附

誠にありがとうございました。

９月２８日（金）
福井県生命保険協会　様（福井市）
福祉巡回車　２台
寄贈先　小浜市社会福祉協議会 様
　　　　越前市社会福祉協議会 様
社会福祉事業の発展のために活用させていただきます。

FBC福井放送番組　『楽らく介護のススメ』のご案内
　福井県介護実習・普及センターは、「介護の日」にあわせ、快適な生活を過ごすことができるよう、また、一人で
も多くの県民の皆様に介護を身近なものと感じていただくため、福祉用具の選び方・使い方や住宅改修に関するテ
レビ番組を下記のとおり放送します。どうかご覧ください。

FBC福井放送『楽らく介護のススメ』（番組名が変わる場合があります）

1 移動（歩行器の種類と選定の仕方）
2 入浴（足腰が弱った時の浴槽の入り方と福祉用具）
3 ベッドまわり（ベッド機能の使い方） 安心・安全な環境について、いくつかの事例紹介
4 住宅改修（トイレ、浴室、階段、廊下）

平成24年 11月 11日（日）午後３時３０分から４時
（再放送）平成 24年 11 月 26 日（月）午前 9時 55分から 10時 25 分

在宅での介護を楽にする、福祉用具のご紹介や住宅改修に関する最新情報をお伝えします。

快適な生活を過ごすための福祉用具の選び方・使い方【テーマ】
（放送順は変わる場合があります）

11　2012　November

　

人
間
関
係
や
社
会
の
揺
ら
ぎ
を
背
景

に
し
た
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
、
暮
ら

し
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
、
去
る

10
月
13
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
第

59
回
福
井
県
社
会
福
祉
大
会
」
に
参
加

し
た
福
祉
関
係
者
が
、
そ
の
決
意
を
大

会
宣
言
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。

宣言を朗読する村上副会長

第
59
回
（
平
成
24
年
度
）
福
井
県
社
会
福
祉
大
会

大
会
宣
言
を
採
択

大
会
宣
言
を
採
択



●発行　平成24年 11月 1日　社会福祉法人福井県社会福祉協議会　〒910-8516　福井市光陽 2丁目 3-22
　　　　　　　　　　　　　　TEL（0776）24-2339　URL　http://www.f-shakyo.or.jp/
●編集　総務企画課　　　　　（１部　35円：購読料は会費に含まれます）11 ふくい社会福祉　第 386号

　

利
用
者
の
方
が
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
こ

と
で
す
。
自
然
と
こ
ち
ら
も
い
つ
し
か
笑

顔
に
な
り
ま
す
。

生
活
が
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
日
々
困

難
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
人
が
殆
ん
ど
で
す
。

　

精
神
的
に
ナ
ー
バ
ス

に
な
っ
た
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
言
葉
の
行
き
違

い
に
対
し
て
敏
感
に
反

応
す
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

人
の
命
を
預
っ
て
い

る
重
さ
も
あ
り
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
に
対
応

で
き
る
よ
う
他
の
職
種
と
相
談
し
な
が

ら
、
支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、「笑顔（スマイル）」
をキーワードに福祉職の方々に登場いた
だき、福祉の現場で活躍しているからこ
そ『見える』『言える』、福祉の魅力につ
いて語っていただきます。

しゅうご
松田　安希子 さん

Profile

（福）祥穂会
モアヤング　こもれびホーム
介護福祉士　３年目　ユニットリーダー

取
材
を
終
え
て

　

穏
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的
な
松
田
さ

ん
。
利
用
者
さ
ん
の
話
を
し
て
い
る
時
の

表
情
か
ら
は
「
人
が
好
き
、
介
護
の
仕
事

が
好
き
」
と
い
う
素
直
な
思
い
と
、
利
用

者
さ
ん
へ
の
愛
お
し
さ
が
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

介
護
職
に
や
り
が
い

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

今
の
目
標

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
き
っ
か
け

笑
顔
の
素

　

学
生
の
時
に
特
養
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
た
際
、
利
用
者
の
方
に
笑
顔
で
「
あ

り
が
と
う
。
ま
た
来
て
ね
。」
と
言
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
強
く

心
に
残
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
福
祉
系
の
大
学
に
進
学
し
、
介
護

福
祉
士
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
「
笑
顔
」
と
「
挨
拶
」
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
が
、
笑
顔
と
挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
笑
顔
と
挨
拶

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
中

で
、
自
分
が
企
画
し
た
行
事
で
利
用
者
の

方
に
笑
顔
が
見
ら
れ
た
り
、
今
ま
で
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
た
瞬
間
に
立
ち
会

え
た
り
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
や
り
が

い
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
は
、
老
化
に
よ
り
日
常

　

廊
下
で
転
び
そ
う
に
な
り
、「
大
丈
夫

か
。
気
を
つ
け
な
あ
か
ん
よ
」
と
逆
に
利

用
者
の
方
か
ら
心
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

私
で
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
て
、
寄
り
添
う
介
護
が

で
き
る
よ
う
な
介
護
職
を
め
ざ
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


